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本日の内容 
 
Ⅰ. 平成２９年度事業結果報告 
 
Ⅱ. 第2期データヘルス計画 
   平成30年度事業進捗報告 
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Ⅰ. 平成２９年度事業結果報告 
 
  ①特定健康診査実施結果 
 
  ②特定保健指導実施結果 
 
  ③特定保健指導対象者の減少率 
 
  ④重症化予防事業（受診勧奨）実施結果 
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Ⅰ．平成29年度事業結果報告 

◆平成29年度支部業績評価 

５つの保健事業について、各事業のウエイトを加味し、偏差値方式にて 
全都道府県支部を評価。 
当年度の実績のほか、前年度からの伸び率も含めて評価されます。 
 

平成29年度評業績評価において、熊本支部保健事業部門は第４位でした！ 

健診受診率 
特定保健指導

実施率 

特定保健指導
対象者の減少

率 

特定保健指導
実施者の改善

率 

重症化予防事
業の取り組み

状況 

平均 
ポイント 100 50 25 25 25 

熊本支部 
獲得ポイント 105.89 62.02 30.34 30.97 35.14 
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Ⅰ－①特定健康診査実施結果と30年度目標 

※実績については、平成２８、２９年度事業報告書より 

２８年度実績 ２９年度実績 前年度比（増減） ３０年度目標

227,118 236,721
＜見込み＞

          238,824

受診者数 125,142 133,984 136,130

受診率 55.1% 56.6% 57.0%

取得数 8,747 11,818 16,718

取得率 3.9% 5.0% 7.0%

健康診断受診者数 133,889 145,802 11,913 152,848

健康診断受診率 59.0% 61.6% 2.6% 64.0%

63,238 63,657
＜見込み＞

             64,295

受診者数 13,027 15,405 2,378 16,717

受診率 20.6% 24.2% 3.6% 26.0%

290,356 300,378
＜見込み＞

           303,119

146,916 161,207 14,291 169,565

50.6% 53.7% 3.1% 55.9%

被扶養者

対象者数

特定健診

対象者数

受診者数合計

受診率

被保険者

対象者数

生活習慣病

予防健診

事業者健診

データ

合計
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Ⅰ－②特定保健指導実施結果と30年度目標 

※実績については、平成２８、２９年度事業報告書より 

２８年度実績 ２９年度実績 前年度比（増減） ３０年度目標

27,130 29,533
＜見込み＞

           32,100

実施者数 3,960 4,242 4,333

実施率 14.6% 14.4% 13.5%

実施者数 2,888 3,850 3,852

実施率 10.6% 13.0% 12.0%

実施者数計 6,848 8,092 1,244 8,185

実施率 25.2% 27.4% 2.2% 25.5%

1,140 1,455
＜見込み＞

              1,500

37 32 △5 150

3.2% 2.2% △1.0% 10.0%

28,270 30,988
＜見込み＞

           33,600

6,885 8,124 1,239 8,335

24.4% 26.2% 1.8% 24.8%

合計

対象者数

実施者数

実施率

被扶養者

対象者数

実施者数

実施率

被保険者

対象者数

支部

実施分

委託機関

実施分

合計
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Ⅰ－③特定保健指導対象者の減少率実績と30年度目標 

※実績については、平成２８、２９年度支部業績評価集計結果より 

２８年度実績 ２９年度実績 前年度比（増減） ３０年度目標

①前年度特定保健指導対象者で

当年度健診受診した者の数 19,854 16,415
＜見込み＞

          20,739

②前年度積極的支援だった者のう

ち当年度動機づけ支援または特定

保健指導非該当となった者の数
3,426 3,503

③前年度動機づけ支援だった者の

うち当年度特定保健指導非該当と

なった者の数
1,909 1,768

改善した人数合計（②＋③） 5,335 5,271 △64 5,599

減少率 26.87% 32.11% 5.24% 27.0%

　※①について

　　28年度‥27年度の特定保健指導対象者全体の77.1%

      29年度‥28年度特定保健指導対象者全体の60.1%
30年度は対象者全体の70%を見込む
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Ⅰ－④重症化予防事業（受診勧奨）実施結果と30年度目標 

※実績については、平成２８、２９年度事業報告書より 

２８年度実績 ２９年度実績 前年度比（増減） ３０年度目標

健診受診者数 133,889 145,802
＜見込み＞

          238,824

一次勧奨対象者数（※①） 4,601 5,357
＜見込み＞

              5,640

二次勧奨対象者数（※②） 1,182 1,455
＜見込み＞

              1,542

勧奨通知発送後３ヶ月以内に

医療機関を受診した人数 321 502 181 649

受診率 7.0% 9.4% 2.4% 11.5%

※① 一次勧奨対象者

健診受診者のうち、血圧・血糖における検査値が要治療

域と判定されながら、健診受診前月及び健診受診後３ヶ

月以内に医療機関を受診していない者

＜対象要件＞

・収縮期血圧　１６０mmHg以上

・拡張期血圧　１００mmHg以上

・空腹時血糖　１２６mg/dl以上

・ＨｂＡ１ｃ　６．５%以上（NGSP値）

※本部より受診勧奨文書発送

※②二次勧奨対象者

一次勧奨対象者のうち、より重症域と判断される者

＜対象要件＞

・収縮期血圧　１８０mmHg以上

・拡張期血圧　１１０mmHg以上

・空腹時血糖　１６０mg/dl以上

・ＨｂＡ１ｃ　８．４%以上（NGSP値）

※本部より一次勧奨文書発送後、支部より再度受診勧奨
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Ⅱ. 第２期データヘルス計画  
      
 平成30年度事業進捗報告 
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Ⅱ.第２期データヘルス計画（30年度事業内容） 

    

    

        【下位目標】  中位目標達成に向けた平成３０年度事業 

１. 健診受診率向上 
２. 特定保健指導実施 
  率向上 

３. 特定保健指導対象 
  者の改善率 

４. 重症化予防対策  
５.コラボヘルス 
  健康づくり事業  

＜事業内容＞ 
 
①生活習慣病予防健診 
 
②事業者健診データ 
 取得 
 
③被扶養者の特定健診 

＜事業内容＞ 
 
①協会保健師・管理栄 
 養士による特定保健 
 指導 
 
②委託機関による特定  
 保健指導 
 
③被扶養者に対する 
 特定保健指導 

＜事業内容＞ 
 
①特定保健指導の質の 
 向上に向けた取り組 
 み 
（事例検討会・研修会 
 など） 
 

＜事業内容＞ 
 
①要治療領域者への 
 受診勧奨 
 
②糖尿病治療中者に 
 対する生活指導 
（重症化予防プログ 
 ラム） 
 
 

＜事業内容＞ 
 
①健康宣言事業所の 
 サポート 
 
②関係団体との連携 
 
③健康経営の普及 
 および健康増進に 
 関する情報発信   
  

【上位目標】 
（10年以上経過後に達成する目標） 

【中位目標】 
   （６年後に達成する目標） 

糖尿病に起因する新規透析患者が減少 
〔数値目標：被保険者10万人当たりの新規導入者7.5人（平成27年度8.8人）〕 

糖尿病領域者（空腹時血糖値126mg/dlまたはHbA1c6.5%以上 
の割合の減少 
〔数値目標：男性9.6% 女性3.1%（平成27年度男性9.9% 女性3.4%）〕 
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Ⅱ.第２期データヘルス計画（30年度事業内容） 

下位目標 事業内容 数値目標 具体策 掲載ページ

①生活習慣病予防健診受診率

向上に向けた取組み

受診率

５７．０％

受診者数

136,130人

・健診推進経費（インセンティブ）の活用

・生活習慣病予防健診未受診事業所に対する受診勧奨

　業務委託

・被保険者に対する集団形式による生活習慣病予防

　健診（一般健診）の実施

②事業者健診データ取得率

向上に向けた取組み

取得率　７．０％

取得者数　16,718人

・事業者健診結果データの提供にかかる同意書の取得

　業務委託

③被扶養者の特定健診受診率

向上に向けた取組み

受診率

２６．０％

受診者数

16,717人

・協会主催集団健診の実施

・市町村が実施するがん検診との同時受診の案内

・フリーペーパーを活用した広報

・事業主を通じた受診勧奨

①協会保健師・管理栄養士

による特定保健指導

実施率

１３．５％

実施者数

4,333人

・事業主及び対象者あてチラシ等の作成

・特定保健指導訪問事業所での健康づくり啓発活動

・特定保健指導お断り事業所への訪問

・実施体制の整備

②委託機関による特定保健指導

実施率

１２．０％

実施者数

3,852人

・特定保健指導初回面談分割実施の推進

・ＩＣＴを利用した面談の実施

・後日訪問による実施が困難な事業所に対する健診

　当日の特定保健指導実施の推進

③被扶養者に対する特定保健指導
実施率　１０．０％

実施者数　150人

・協会主催集団健診での特定保健指導当日実施

・被扶養者向け特定保健指導集団セミナー

１．健診受診率向上

２．特定保健指導

　　実施率向上

P14－16 

P17 

P18－22 

P24－26 

P27－28 

P29 
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Ⅱ.第２期データヘルス計画（30年度事業内容） 

下位目標 事業内容 数値目標 具体策 掲載ページ

３．特定保健指導対象

　　者の改善率向上

①特定保健指導の質の向上に

向けた取組み

・特定保健指導対象者の

　減少率　２７％

・特定保健指導実施者の

　改善率　３２％

・特定保健指導実施者の

　うち、空腹時血糖110

　mg/dl以上の割合が

   減少

・特定保健指導実施者へのアンケート

・事例検討会

・研修会

①要治療域者への受診勧奨

受診勧奨後３ヶ月以内

の医療機関受診率

１１．５％

・業務委託による受診勧奨

・HPを活用した周知広報およびチラシの作成

・協会保健師による若年層へのアプローチ

②糖尿病治療中者に対する生活

　指導（重症化予防プログラム）

・プログラム参加者

50人以上

・介入者の改善率

60%以上

・業務委託による「糖尿病性腎症重症化予防プログラム」

　の実施

・八代市在住者で腎症ステージⅢ以上者へのフォローを実施

　（協会保健師による)

①健康宣言事業所の健康状態

改善に向けた取組み

・介入事業所120社以上

・行動変容に繋がった

割合　50%以上

・健康宣言事業所への情報提供

・健康セミナー等の実施

・職員訪問による健康づくり事業の提案

②関係団体との連携
・トラック協会との連携事業

・熊本県・熊本市との連携事業

③健康経営の普及及び健康増

　進に関する情報発信

・健康保険委員の拡大

・健康保険委員向け情報誌の発行

・メールマガジンの発行

５．コラボヘルスの

　　推進および

　　健康づくり事業

４．重症化予防に向けた

　　取組み

P31－32 

P34－35 

P36－39 

P41－42 

P43 

P44 
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【下位目標】 
 Ⅱ－１．健診受診率向上 
  
  ①生活習慣病予防健診 
  ②事業者健診データ取得 
  ③被扶養者の特定健診 
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１－①生活習慣病予防健診 

生活習慣病予防健診受診率向上に向けたとりくみ 
 目標 57.0%以上 136,130人（29年度 56.6% 133,984人） 事業① 

＜具体策＞ 

◆ 健診推進経費（ｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ）の活用 

生活習慣病予防健診（一般健診）のより一層の受診者数向上のために、健診実施機関の 
動機づけを目的として、昨年度に引き続き、平成30年度においても健診推進経費を導入する 

目標数値達成時の受診者数増・・・6,261人（平成29年度比） 

【健診推進経費の計算方法】 
 
 

  ・ 目標値を上回った場合の総件数（1件から）×360円（税込） 

平成29年度実績 健診推進経費の支払上限額 

10,000人以上 900,000円 （＠360円×2,500人） 

5,000人～9,999人 630,000円 （＠360円×1,750人） 

1,000人～4,999人 360,000円 （＠360円×1,000人） 

1,000人未満 180,000円 （＠360円×  500人） 

【健診推進費計算例】 【覚書締結健診機関】 

・ １９機関と覚書締結済 
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◆ 生活習慣病予防健診未受診事業所に対する受診勧奨業務委託 

業務委託期間 

 ・ 平成30年10月1日（委託契約締結日）から平成31年2月28日まで 

受診勧奨対象事業所 

 ・ 平成30年度の生活習慣病予防健診申し込みが5割以下であり、健診対象者数が3人から9人の事業所   

  ⇒約5,000事業所 

 受診率の低い事業所に対する生活習慣病予防健診（一般健診）の受診勧奨を健
診機関に委託のうえ実施する 

業務フロー 

１－①生活習慣病予防健診 
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◆ 被保険者に対する集団形式による生活習慣病予防健診（一般健診）の実施 

・健診対象者数１人～４人、受診率0％の事業所に 
 お勤めで、実施地域に住所を有する者 

 ・実施機関数、対象者数等を勘案し、熊本市内で実施 

（参考） この条件で対象者を抽出すると・・・ 
    対象者数 約16,000人  
    うち熊本市内に住所がある者 約8,000人 （平成30年8月末現在） 

・平成31年1月～平成31年3月の原則として 
 土日・祝日 

実施地域 

実施時期 

対象者 

当年度に生活習慣病予防健診を受診しておらず、勤務先事業所の被保険者数が一定規模以下の者に対し、
熊本支部もしくは健診機関から直接自宅へ案内文書を送付し、受診勧奨を行う。これにより、受診者の利
便性の向上及び健診受診率の向上を図る 

初実施事業 

平成30年度　被保険者に対する集団形式による生活習慣病予防健診実施フロー

協会けんぽ 対象者 健診機関

・実施計画書の提出

② 案内文書の作成、発送

③申込み

④ 受付

⑤ 熊本支部への申込書送付

⑥予定者名簿への登録

⑦検査キット、問診票等の準備・発送

1
月
～

3
月

① 実施地区の決定
　　勧奨対象者の選定

９
月

1
0
月

1
1
月

（
～

1
2
月

）

集団形式による生活習慣病予防健診の実施

勧奨対象者データ

健診案内文書の発送

計画書 計画書

申込書

健診案内文書の発送

ＦＡＸ

申込書

申込書

勧奨対象者データ

業務フロー 

１－①生活習慣病予防健診 
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事業者健診データ取得率向上に向けた取り組み 
 目標 7.0%以上 16,718人（29年度 5.0% 11,818人） 

事業② 

＜具体策＞ 

◆ 事業者健診結果データの提供にかかる同意書の取得業務委託 

民間業者に委託のうえ、生活習慣病予防健診の受診勧奨および事業者健診結果データ 
の提供にかかる同意書等の取得勧奨業務委託を実施する 

 

   【委託先】  日本トータルテレマーケティング株式会社 （〒860-0844 熊本市中央区水道町8-6朝日生命ビル） 
 

   【委託期間】  平成30年8月1日から平成30年12月28日 
 

   【勧奨対象事業所】 （A) 健診対象者（35才以上被保険者数）5名～9名 
                       平成29年度健診受診率が5割以下の事業所 約1,800事業所  
                                （B） 健診対象者（35才以上被保険者数）10名以上 
                       平成29年度健診受診率が5割以下の事業所 約1,200事業所 
 

   【委託内容】  （A） 生活習慣病予防健診の受診勧奨  
            （B）生活習慣病予防健診の受診勧奨＋事業者健診結果データの提供にかかる 
              同意書等の取得勧奨 

【委託先】 

【委託期間】 

【勧奨対象事業所】 

【委託内容】 

１－②事業者健診データ取得 
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特定健診受診率向上に向けたとりくみ 
目標 26.0%以上 16,717人（29年度：24.2％ 15,405人） 事業③ 

＜具体策＞ 

◆特定健診・がん検診同時受診の推奨 
市区町村で実施している集団健診（がん検診＋特定健
診）について、協会けんぽの被扶養者あてに、居住地 
の日程を掲載した受診勧奨ＤＭを送付。 
被扶養者の多い地域について28年度より実施。 

受診勧奨ＤＭ送付地域 

平成28年度より勧奨実施地域 

平成29.30年度より追加地域 

１－③被扶養者の特定健診 

※県内すべての市町村において 

 市町村主催の集団健診での 
 特定健診・がん検診同時受診 
 が可能 
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【各市町村の受診率 27－28年度】 

１－③被扶養者の特定健診 

市町村名 
Ｈ27年度 

受診者数(人) 
H28年度 

受診者数(人) 
H27年度 

受診率 
H28年度 

受診率 市町村名 
Ｈ27年度 

受診者数(人) 
H28年度 

受診者数(人) 
H27年度 

受診率 
H28年度 

受診率 

熊本市 

中央区 1,338  1,348  21.35% 19.97% 

  
阿蘇郡 

南小国町 24  32  24.24% 27.12% 

東区 1,418  1,287  22.55% 19.24% 小国町 27  37  13.92% 17.45% 

西区 551  568  20.30% 19.18% 産山村 16  19  45.71% 41.30% 

南区 975  997  21.33% 19.61% 高森町 54  49  27.55% 23.00% 

北区 946  1,051  20.24% 20.59% 西原村 38  29  14.96% 10.07% 

八代市 692  742  16.49% 15.56% 南阿蘇村 52  48  14.29% 12.37% 

人吉市 265  269  21.20% 18.59% 

上益城郡 

御船町 116  117  17.90% 16.71% 

荒尾市 132  170  11.97% 13.25% 嘉島町 60  61  18.58% 16.62% 

水俣市 60  64  9.04% 8.49% 益城町 369  280  29.47% 20.74% 

玉名市 294  403  15.40% 18.28% 甲佐町 57  54  15.08% 12.33% 

山鹿市 249  331  15.32% 17.97% 山都町 115  126  26.14% 22.99% 

菊池市 253  285  16.30% 15.97% 八代郡氷川町 79  73  23.30% 19.16% 

宇土市 178  189  13.66% 12.94% 
葦北郡 

芦北町 74  98  13.01% 15.19% 

宇城市 326  352  16.37% 15.64% 津奈木町 10  24  6.58% 13.04% 

上天草市 114  130  13.60% 14.33% 

球磨郡 

錦町 117  125  23.68% 24.56% 

天草市 742  784  26.24% 24.91% 多良木町 71  67  20.94% 18.61% 

阿蘇市 137  157  17.98% 17.60% 湯前町 41  44  34.45% 26.83% 

合志市 349  339  19.46% 17.85% 水上村 15  14  24.19% 17.28% 

下益城郡美里町 48  57  15.24% 14.25% 相良村 61  63  29.19% 28.13% 

玉名郡 

玉東町 42  36  27.45% 20.69% 五木村 20  20  54.05% 45.45% 

南関町 35  52  14.77% 17.39% 山江村 34  38  24.11% 25.33% 

長洲町 62  93  13.45% 18.49% 球磨村 40  35  26.85% 20.35% 

和水町 67  79  22.64% 21.94% あさぎり町 196  198  36.16% 32.78% 

菊池郡 
大津町 118  113  12.72% 10.90% 天草郡苓北町 87  93  28.81% 28.62% 

菊陽町 183  306  15.56% 24.02% 
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◆協会主催集団健診の実施 

30年度実施率向上に向けた取り組み 

① 会場・開催日数を増やす 
 平成30年度上期は、熊本市内において新規会場含め12会場39日間実施。 
 （イオンモール熊本4日間含） 
 下期は、熊本市外の会場における実施日数を増やし、年間100日（29年度 81日）を予定。 
 

②案内文書発送地域の拡大 
 熊本市内で開催する集団健診の案内について、昨年までは市内在住者のみに送付していた 
 が、イオンモールでの開催日数を増やしたこともあり、送付対象者を熊本市近郊（上益城・ 
 下益城地区）在住者に拡大。 
 

③新規開催地域の拡大 
 30年度は新たに合志市での開催を予定 
 

④フリーペーパーを利用した広報 
 「くまもと生活応援紙 すぱいす」にイオンモール熊本での集団健診に関する記事を掲載。 
  
  

１－③被扶養者の特定健診 
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◆事業主を通じた被扶養者への特定健診受診勧奨 

同意をいただいた事業所の事業主様に被扶養者 
（家族）へ向けたメッセージの考案依頼 

メッセージ入りチラシを作成後、宛名を被保険 
者・被扶養者連名とし自宅に送付。 
（６月に1,520名へ送付） 

①事業主メッセージを掲載した受診勧奨文書 
 の送付【右図】 

事業主様からの特定健診受診勧奨の定型文を作成 

被扶養者30人以上の事業所229社に送付。 
事業主様からのメッセージとして、従業員に配付 
もしくは回覧を依頼する。 

②「従業員の皆さまへのメッセージ」として 
 配布（もしくは回覧）用チラシの作成 
 【次ページ】 

１－③被扶養者の特定健診 
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事業主様宛受診勧奨依頼文書 配付（もしくは回覧）用定型文 

１－③被扶養者の特定健診 
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【下位目標】 
 Ⅱ－２．特定保健指導実施率向上 
  
  ①協会保健師・管理栄養士による 
   特定保健指導 
  ②委託機関による特定保健指導 
  ③被扶養者に対する特定保健指導 
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協会保健師・管理栄養士による保健指導 
目標 13.5%   4,333人（29年度実績12.6％、4,117人） 

事業① 

＜具体策＞ 

◆事業主および被保険者に対し、特定保健指導の重要性についての意識啓発 
 （特定保健指導勧奨文書にチラシ等を同封） 

 
＊事業主宛てチラシ → 保険料インセンティブ・職場の健康づくりについて 
 

 
＊事業主宛てチラシ → 保険料インセンティブ・職場の健康づくりについて 
 

 
 
＊対象者宛て → 興味をひく封筒 
             
 

 
 
＊対象者宛て → 興味をひく封筒 
             
 

 
 
＊対象者宛て → 生活習慣病リスクについてのカード 
             
 

 
 
＊対象者宛て → 生活習慣病リスクについてのカード 
             
 

２－①協会けんぽ保健師・管理栄養士による特定保健指導 
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◆特定保健指導訪問事業所での健康づくり啓発活動（健康情報チラシの配布） 

従業員の健康増進（ポピュレーションアプローチ）および継続的な特定保健指導受け入れ 
を目的とし、保健指導訪問時に健康づくりに関するチラシを配布、事業所内貼付・回覧 
を依頼する。 

 
健康づくりチラシ 
 

 
健康づくりチラシ 
 

２－①協会けんぽ保健師・管理栄養士による特定保健指導 
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◆実施体制の整備を行い、被保険者の利便性を高める 

・業務の効率化を目指し、対象者の選定から特定保健指導実施までの流れをマニュアル化。 
・事業所の希望があれば、早朝・夕方訪問、休日（土曜日）訪問に対応できるように体制 
 を整える。 

◆特定保健指導お断り事業所へ訪問による勧奨を行う 

・従業員5人以上のお断り事業所に対し、訪問による勧奨を行う。 
 
・事業所の健診結果の分析等を見える化した「ヘルスター通信簿」や「事業所カルテ」 
 を用いて事業所の現状を伝え、特定保健指導の重要性・健康経営等について説明。 
  

ヘルスター通信簿 
 

 
ヘルスター通信簿 
 

２－①協会けんぽ保健師・管理栄養士による特定保健指導 
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委託機関による保健指導 
 目標 12.0%  3,852人（29年度実績10.9％ 3,810人） 事業② 

＜具体策＞ 

◆特定保健指導の初回面談分割実施の推進 

・委託機関36機関のうち、6機関が初回面談分割を実施。 
 
・委託機関会議等にて、初回面談分割実施状況を報告し、横展開していく予定。 

健診機関 専門機関 ICT機関 

３４機関 1機関（天草・球磨エリア） 1機関 

【委託機関数】 

 
 
 
▶初回面談分割について 
  2018年4月より、健診当日に、健診結果が出揃わなくても、腹囲・体重・血圧・喫煙歴等の状況か
ら保健指導の対象と見込まれる者に対して、初回面談が実施可能となった。 

健診当日に初回面談を行うことは、健康意識が高まっている時に受診者に働きかけることができ、
受診者にも利便性が良い。 
 
 
 

 
 
 
▶初回面談分割について 
  2018年4月より、健診当日に、健診結果が出揃わなくても、腹囲・体重・血圧・喫煙歴等の状況か
ら保健指導の対象と見込まれる者に対して、初回面談が実施可能となった。 

健診当日に初回面談を行うことは、健康意識が高まっている時に受診者に働きかけることができ、
受診者にも利便性が良い。 
 
 
 

２－②委託機関による特定保健指導 
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◆協会で実施困難な事業所の健診当日実施の推進 

・事業所には、健診受診者に対し健診当日に保健指導を受ける 
 ように声掛けとチラシ配布を依頼。 
・健診機関には、対象事業所の当日実施を依頼。 

 
当日実施依頼チラシ 
 

 
当日実施依頼チラシ 
 

◆ＩＣＴを利用した保健指導の実施 

・早朝・夜間・土日祝日希望、事業所で面談をする場所がない場合等、パソコン・タブレット・ 
 スマートフォンを利用した面談を実施。 

協会保健師等による後日訪問での特定保健指導の実施が困難な 
事業所 
・勤務時間が不規則であり面談時間確保が困難 
 （運輸業・製造業など） 
・現場への直行直帰のため面談場所・時間の確保が困難 
 （建設業・派遣会社など）    

※８月末現在、運輸業４社、専門技術・サービス業１社と、 
 健診機関に依頼 
 今後も健診予約時期を確認しながら、アプローチ先を増やし 
 ていく予定 

【対象事業所】 

【実施方法】 

２－②委託機関による特定保健指導 
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被扶養者に対する保健指導実施率向上に向けたとりくみ 
 目標 10.0%以上   150人（29年度 9.5％ 127人） 

事業③ 

＜具体策＞ 

◆被扶養者向け特定保健指導集団セミナー 

 平成29年度は、結婚式場、ホテル、パレアホールで計３日間開催、参加者44名。 
 ランチセミナーやヨガ体験を組み合わせることにより、女性が多い被扶養者の 
 興味関心をひくことができ、参加率向上につなげることができた。 
  
 集客率については、ランチセミナー、ヨガ体験セミナーともに大きな差はなか 
 ったため、30年度は費用対効果を考慮し、比較的安価で借りることのできる施 
 設において、ヨガ体験等運動を中心としたセミナーを実施予定。 
 

◆協会主催集団健診での特定保健指導当日実施 

平成３０年度より健診結果が出揃わなくても（血液検査の結果を待たずに）初回面談 
の実施が可能になったため、健診当日に対象者に声をかけ、特定保健指導を実施する。 
【30年度 熊本市内５会場にて実施予定】 

２－③被扶養者に対する特定保健指導 
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【下位目標】 
 Ⅱ－３．特定保健指導対象者の改善率 
  
  ①特定保健指導の質の向上に 
   向けた取り組み 
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特定保健指導の質の向上に向けた取り組み 
目標 Ⓐ特定保健指導対象者の減少率 27% 
   Ⓑ特定保健指導実施者の改善率 32% 
   Ⓒ特定保健指導実施者のうち、空腹時血糖110mg/以上の 
    割合が減少 

 

事業① 

＜具体策＞ 

◆事例検討会（年６回開催） 

困難事例・成功事例を通して問題解決能力や判断能力、実践力を磨き、特定保健指導の質 
の向上を図る。 

【ケース1についての検討会】 

       ＜ディスカッション＞    ＜今後の展開＞ 
 
ケース１ 

６年間特定保健指導で支援を受けているが、
行動変容につながらない方に、どのように介
入していくべきか。 
本人は、「大丈夫です」と一言で終わってし
まう。 
 

     ＜事  例＞  
 

・行動目標への取組状況の聞き取り方、確
認方法を考える。 
・質問の内容を広げる（会話の幅） 
・継続できていることは賞賛する。 
・将来を見据えて今を変えることの必要性を
説明する。 
 
 

 

・専門職の質問力をつける。 
・具体的なことばかりでなく、広く考えてもら
えるような言葉かけを心がけてみる。 
・保健師から管理栄養士など、関わる担当
者を変えてみる 

 
 

３－①特定保健指導の質の向上に向けた取り組み 

◆受け持ち制による支援（初回面談から評価まで一人の指導者が担当） 

初回面談から継続支援、評価まで一人の保健師（管理栄養士)が関わることで、担当者それ 
ぞれが対象者に対するサポートを責任を持って実施し、支援の継続（途中脱落の防止）、 
改善率の向上に繋げる。 
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＜実施月＞ ＜テーマ＞ 

５月 

 

７月 

 
９月 

 
１０月 

 

１２月 

 

＊本部研修フィードバック 
 ・短時間で効果的な禁煙指導  
 ・生活習慣病改善に関する歯科口腔保健の基礎知識について 
 

*運動支援の引き出しを増やす 
-対象者が自分にあった運動を選択し継続できる-（専門職も実践してみる） 
 

*受診につながるアプローチ方法を学ぶ 
*腎臓を知り、対象者にわかりやすい保健指導を行う－新規人工透析者を減らす- 

*やる気を引き出す勇気づけ保健指導-外部講師 
※特定保健指導委託機関と合同研修会 

*グループ支援について 

   平成３１年３月 

 

*保健指導項目の説明方法を知り、自分の引き出しを増やす 
-対象者が病態を理解し、行動変容につながる- 

 
       ③協会保健師・管理栄養士間のエンパワメント  （人や組織の能力を引き出す）につなげる 
           

目的：①人材育成 ②支援技術の向上 
           

◆保健師・管理栄養士支部研修会 

３－①特定保健指導の質の向上に向けた取り組み 

◆特定保健指導終了者へのアンケートの実施 
支援終了者より実施後の意見を集約し、協会保健師・管理栄養士のスキルアップに繋げる。 

【対象者】  
 H30.4～8月の積極的支援修了者400名 
【アンケート内容】 
 ・特定保健指導を実施した感想について   ・生活習慣改善の必要性への理解について 
 ・生活改善への意欲について  ・役立った支援および希望する支援方法について      など 
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【下位目標】 
 Ⅱ－４．重症化予防対策 
  
  ①要治療領域者への受診勧奨 
  ②糖尿病治療中者に対する生活指導 
  （重症化予防プログラム） 
  ③特定保健指導実施者について 
   かかりつけ医と連携 
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要治療領域者への受診勧奨 
目標 受診勧奨後３か月以内の受診率11.50％以上（29年度 9.82％） 

事業① 

◆業務委託による受診勧奨 

＜具体策＞ 

本部より一次勧奨通知発送後、より重症域にあると判断される者に対し、二次勧奨 

を実施する。（対象者については次ページ参照） 

◆支部保健師による受診勧奨（若年層への介入） 

35～39歳の健診受診者のうち、糖尿病発症リスクがより高い者（空腹時血糖160mg/ 

ｄｌ以上 もしくは HbA1C8.0％以上）に対し、受診勧奨を実施。 

◆事業所（事業主・健診担当者）への周知 

事業所に対し、重症化予防の事業内容、委託業者、スケジュール等および産業
医の活用を周知する。（事業所宛て文書送付、ＨＰでの事業紹介） 

４－①要治療領域者への受診勧奨 
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【一次勧奨対象者】赤▲＋緑 

収縮期血圧 拡張期血圧 空腹時血糖 Hba1c 勧奨通知
（月平均） 

180mmH
g以上 

110mmH
g以上 

160mg/ｄ
ｌ以上 

8.4％以
上（NGSP

値） 

130件 

収縮期血圧 拡張期血圧 空腹時血糖 Hba1c 勧奨通知
（月平均） 

160mmHg
以上 

100mmHg
以上 

126mg/ｄ
ｌ以上 

6.5％以
上（NGSP

値） 

470件 

【二次勧奨対象者（一次勧奨対象者のうちより重症域の者】 

 赤▲ 

収縮期血圧 拡張期血圧 空腹時血糖 Hba1c 勧奨通知
（月平均） 

180mmH
g以上 

110mmH
g以上 

160mg/ｄ
ｌ以上 

8.4％以
上（NGSP

値） 

 
120件 

緑   のうち血糖値が高い対象者 
空腹時血糖 Hba1c 勧奨通知

（月平均） 

126～

160mg 
/ｄｌ未満 

6.5％ 
～8.4未満
（NGSP値） 

 
100件 

      

血糖値が高い者 

＜本部実施 一次勧奨＞ 

      

＜熊本支部実施 二次勧奨＞ 

重症域 

収縮期血圧 拡張期血圧 空腹時血糖 Hba1c 勧奨通知
（月平均） 

180mmH
g以上 

110mmH
g以上 

160mg/ｄ
ｌ以上 

8.4％以
上（NGSP

値） 

 
10件 

重症域のうち若年層 
[35～39歳] 

支部保健師担当 

４－①要治療領域者への受診勧奨（全体図） 
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 糖尿病治療中者に対する生活指導 
（熊本県糖尿病性腎症重症化予防プログラムに基づく治療中者へのアプローチ） 

 目標  介入者の改善率 60%以上 
事業② 

４－②糖尿病治療中者に対する生活指導 

＜具体策＞ 

・生活習慣を指導することで、重症化を
　遅延させることができる患者

・重症化予防に適切な病期の患者

・比較的行動変容が現れやすい患者

・対象者の受診先が糖尿病専門医・連携医と思わ
れるものものを可能なかぎり抽出

指導の優先順位が
高い患者 519人

早期腎症期(Ⅱ) 

腎不全期(Ⅳ)

透析療法期(Ⅴ)

顕性腎症期(Ⅲ)

※1

※2

※3

※4

16人

394人

109人

◆委託事業による治療中者への保健指導 

※1…糖尿病起因以外の腎臓病患者 

※2…Ⅰ型糖尿病や、指導対象として適切でない患者（透析患者など） 

※3…複雑なケースが含まれる集団(がん、難病、精神疾患、認知症等を確認できる患者) 

※4…比較的行動変容が現れやすい患者 

・協会けんぽ熊本支部加入の被保険者 
 
・H29.1～12月診療分のレセプトから抽出 
 
・生活習慣を指導することで重症化を遅延させることが 
 見込まれる患者 
 
・重症化予防事業対象者として適切な病期レベル 
 

【プログラム参加勧奨対象者】 

 糖尿病性腎症病期分類ステージⅡ以上（2,598人）より指導の優先順位を考慮し、519人を選定 
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対 象 者 対 象 者 

「連携医（かかりつけ医）」 または「専門医」 

受託業者・・・㈱ＥＰﾌｧｰﾏﾗｲﾝ 受託業者・・・㈱ＥＰﾌｧｰﾏﾗｲﾝ 

協会けんぽ 協会けんぽ 

③プログラムについて 
 情報共有   

②プログラムへの参加勧奨 
（案内文書の送付、勤務先へ

の電話勧奨） 

④参加同意の 
意思表示 

⑤生活指導の実施 

DM熊友パスの活用 

①対象者データ提供 
⑧事業結果報告 

対象者を受診地域ごと受診先医療機関ごとに分け、 
各かかりつけ医→対象者へ口頭で参加勧奨をご依頼いただく。 

委託者と医師、二方向からの勧奨 

患者受診時にプログラ
ムへの参加を促す。 

プログラムへの参加が望まし
い患者への参加勧奨を依頼。 
 
レセプトデータにより医療機
関ごとの受診者名簿を作成
し提供 
 

⑦委託業者から
の「指導報告
書」を取りまとめ
て各医療機関へ
送付 

⑥指導実施の
「指導報告書」
を作成 

【委託事業による保健指導実施全体図】 

４－②糖尿病治療中者に対する生活指導（委託事業） 
 

DM熊友パスの活用 
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【対象者】    八代市在住の糖尿病治療中者および治療中断者（約８０名）   

◆八代地域における熊本県糖尿病性腎症重症化予防プログラムの推進 

【実施方法】 協会けんぽ保健師による治療中断者へのアプローチ及びかかりつけ医と連携した 
       治療中者に対する保健指導 
        ○医師の指示のもと、生活習慣改善、検査データ改善に向けた支援を行う。 

          ○受診開始後より６ヶ月間、治療中断防止のサポートを実施  

４－②糖尿病治療中者に対する生活指導（支部実施） 
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【 保健指導詳細】 

４－②糖尿病治療中者に対する生活指導（支部実施） 
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【下位目標】 
 Ⅱ－５．コラボヘルス・健康づくり事業 
  
  ①健康宣言事業所のサポート 
  ②関係団体との連携 
  ③健康経営の普及および健康増進 
   に関する情報発信 
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健康宣言事業所の健康状態改善に向けた取り組み 事業① 

＜具体策＞ ◆健康経営・健康づくりに関する情報を提供し各事業所の取組みを促す 

食習慣啓発ポスター 

作成：協会けんぽ熊本支部 
職場の受動喫煙防止対策について 

提供：熊本労働局 
「時間外労働等改善助成金」のご案内 

提供：熊本労働局 

働く人の相談窓口「こころの耳」 

提供：熊本労働局 

「生活歯援プログラム」のご案内 

作成：協会けんぽ熊本支部 

「健康経営優良法人認定制度」のご案内 

提供：経済産業省 

５－①健康宣言事業所のサポート 
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◆健康セミナーの実施（委託事業） 

アンケート送付数 １，１９７ 

アンケート回答数 ３７１ 

セミナー依頼数 ８６ 

健康経営（総論、体制づくりなど） １７ 

運動（健康体操、職場でできるスト
レッチ等） 

３８ 

食習慣（食事指導、飲酒指導等） ３９ 

お口の健康（歯周病予防等） ５ 

メンタルヘルス ３９ 

禁煙・受動喫煙防止 １６ 

①健康宣言事業所に対するセミナーのニーズ調査 

【セミナーの内容（複数回答可）】 

②委託事業によるセミナーの実施（１１～２月） 

③アンケートを実施し、行動変容についての効果検証 

セミナー実施前に現在の生活習慣等についてアンケートを実施。セミナー実施後、３～４ヶ月後に 
同じ内容でアンケートを実施し、セミナー受講が健康維持・増進の行動変容に繋がったか検証する。 

④健診結果による効果検証 

介入事業所と非介入事業所との健診結果を比較し、健診結果の改善に繋がったか検証する。 

◆職員訪問による健康づくり事業の提案 

全職員による健康宣言事業所の訪問を実施。「ヘルスター通信簿」により現状を説明、 
健康づくりに関する取り組み状況等ヒアリングし、健診、特定保健指導、セミナー等 
協会けんぽの保健事業について提案。 

５－①健康宣言事業所のサポート 
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自治体、業界団体等関係団体との連携強化 事業② 

＜具体策＞ 

◆熊本県トラック協会との連携 

①熊本県トラック協会会員事業所の現状分析 
（年齢構成、健診結果分析等）と人材確保・ 
 健康状態に起因する事故防止に向けた保健 
 事業の提案 

②熊本県トラック協会会長と協会 
 けんぽ熊本支部長の連名による 
 健康増進の啓発 

③「トラック広報くまもと」への 
 記事掲載 
 健康経営優良法人の認定を受けた 
 会員事業所の健康づくり取組み 
 事例を紹介 

＜②連名による健康増進の啓発＞ ＜③トラック広報くまもと＞ 

５－②関係団体との連携 

◆熊本県・熊本市との連携事業 
   三者定例打ち合わせを年２回程度開催 

（熊本県） 
 ・スマートライフプロジェクトセミナーへの講師派遣等 
 ・くまもとスマートライフアプリ（歩数計アプリ）案内の配付 
 ・くまもとスマートライフプロジェクト応援団の登録支援 

（熊本市） 
  ・禁煙手帳の配付   
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健康経営の普及及び健康増進に関する情報発信 事業③ 

＜具体策＞ 

◆健康保険委員の拡大 

◆健康保険委員向け情報誌の発行 

◆メールマガジンの発行 

・規模別（大中小）に応じた登録勧奨 
（新規適用事業所向け２カ月ごと、30人以上100人未満事業所向け等） 
 

・「スマイルけんぽ」の発行 

 （協会けんぽからのお知らせ、健康に関する耳寄り情報、従業員様の健康づくりに 
 励んでいる他社様の紹介など、健康づくりに役立つ情報をまとめたリーフレット） 
 

・毎月耳寄り情報をダイレクトにお知らせ 
  

委嘱者数4,468名（平成30年９月１日時点） 

年４回（３月、６月、９月、12月） 

月１回 

2,313  2,358  

2,768  

3,898  

4,468  

2000

3000

4000

5000

平成27年3月 平成28年3月 平成29年3月 平成30年3月 平成30年9月 

委嘱数の推移 
（人） 

◇◆協会けんぽ熊本支部 メールマガジン Vol．１４６ 
                         ２０１８．１．２０ 
□ ――――――――――――――――――――――――――――――――― 
■  １ はじまります！健康保険料率決定の新たな仕組み～インセンティブ制度～ 
□ ――――――――――――――――――――――――――――――――― 
  インセンティブ制度とは、評価指標に基づいて協会けんぽ支部ごとの実績が 
  評価され、平成３２年度以降の都道府県単位の健康保険料率に反映する仕組 
  みです。 
  協会けんぽのインセンティブ制度は平成３０年度より本格実施されます。 
   

配信数3,794名（平成30年７月24日時点） 

Ⅴ－③健康経営の普及および情報発信 


